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N19b 降着円盤からの輻射抵抗を受けている降着円盤コロナ

片山真子（阪大理）、福江　純（大阪教育大）

これまで幾何学的に薄い降着円盤コロナの研究の多くが、コロナガスは降着円盤と共にケプラー回転している
と仮定している。一方、ここ数年、降着円盤コロナにおける輻射抵抗の影響が調べられてきており、たとえば、
中心天体が明るい場合には、中心天体の輻射場による輻射抵抗によって、コロナガスの落下が無視できなくなり、
必ずしもコロナが降着円盤と共回転しているとは限らないことがわかってきた（Watanabe and Fukue 1996） 。
そこで、今回我々は、コロナガスが中心天体遠方でケプラー回転していない場合、具体的には、星間ガスや連
星から、角運動量がゼロに近い物質が自由落下的に落ちてきたガスが、コロナを形成していると仮定した場合の、
降着円盤輻射場の元での降着円盤コロナの動的状態について調べた。
降着円盤に対しては、ケプラー回転している標準モデルを用いた。ただし重力場に対しては、カーブラックホー
ルを模倣する擬ニュートン力を使った（Artemova et al. 1996）。コロナは光学的にも幾何学的にも薄く、降着円
盤の輻射場による輻射抵抗を受けるものとする。コロナの厚みは、中心天体による重力場とコロナのガス圧とが
つり合っているものとして決定した。ガスは等温的な場合と断熱に近い場合とを考えた。降着円盤風など、垂直
方向の運動は無視する。中心天体の輻射場や、降着円盤による重力やコロナの自己重力は考えない。
ガスが断熱に近いと仮定した場合、上記のような条件下で、中心天体遠方で角運動量が極く小さいとすると、
シュヴァルツシルト半径の１万倍以上遠方ですでに超音速であると概算される。コロナガスの落下速度はずっと
超音速であり、降着円盤の輻射場による影響は、落下速度においてはほとんど見られなかった。一方、降着円盤
輻射場からの角運動量のゲインのために、回転速度は、最終的にケプラー速度の 1/10程度にまで増加しうるこ
とがわかった。中心天体の自転が速くなると、降着円盤の明るさの変化による影響が大きくなる傾向がある。
ガスが等温の場合、臨界点を通過する解が得られた。音速が小さいほど臨界点は遠方に移動するが、中心付近
では超音速になっているので、速度場の特徴は、断熱的な場合とそれほど大きな違いはない。


